































































































































































































　　　3/25（水）13：00〜13：20 525教室 （想定：総経2年） 参加者14名
　　　3/25（水）15：10〜15：30 525教室 （想定：総経3年） 参加者3名
　　　3/25（水）15：50〜16：10 525教室 （想定：総経4年） 参加者19名
　　　3/26（木）13：00〜13：20 525教室 （想定：人間2年） 参加者15名
　　　3/26（木）15：10〜15：30 525教室 （想定：人間3年） 参加者3名
　　　3/26（木）16：00〜16：20 525教室 （想定：人間4年） 参加者25名















































講　座　名 担当者 回数 対　象
キャリア・スタンダ ドーⅠ（解説コ スー） 福嶋・日野谷・田野口・丸山 30 短期大学部1年生
キャリア・クリエイトⅢ 福嶋・日野谷・田野口・丸山 5 短期大学部2年生
キャリアデザインⅠ 福嶋・田野口・丸山 7 人間健康学部2年生
キャリアデザインⅡ 日野谷 1 人間健康学部3年生
キャリア・スタンダ ドーⅡ 福嶋・日野谷・田野口・丸山 30 短期大学部1年生
合　　　　計 73
②基礎教養講座
講　座　名 担当者 回数 対　象
大学入門（計算力と文章表現） 日野谷・丸山 3 健康栄養学科1年生
大学入門（基礎教養学習） 福嶋・日野谷・田野口・丸山 3 スポーツ健康学科1年生
合　　　　計 6
③基礎学力維持のための「朝の学習講座」の開講
講　座　名 担当 回数 学部 短大 合計
朝の学習講座（基礎数学） 日野谷 28 120 63 183
朝の学習講座（SPI数学） 日野谷 27 120 129 249
朝の学習講座（社会科入門前期） 福嶋 13 52 22 74
朝の学習講座（時事問題後期） 福嶋 15 47 31 78
朝の学習講座（基礎英語） 田野口 26 141 29 170
朝の学習講座（ことばの力） 丸山 26 55 45 100








短大部 1 1,798 2,152 3,950
短大部 2 409 68 477
総合経営学科 1 1,117 0 1,117
総合経営学科 3 190 22 212
総合経営学科 4 271 0 271
観光ホスピタリティ学科 1 1,195 0 1,195
健康栄養学科 1 1,112 0 1,112
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健康栄養学科 2 0 424 424
健康栄養学科 3 241 123 364
スポーツ健康学科 1 1,183 0 1,183
スポーツ健康学科 2 0 648 648








スポーツ健康学科 1 1,085 507 1,592
スポーツ健康学科 2 687 470 1,157
合　　　計 1,772 977 2,749
（d） 基礎学力向上のための対策
①漢字検定・数学検定・ニュ スー検定受験者
検定名 担当 実施回数 受験者数 合格者数
実用数学技能検定 日野谷 1 6 3（一次合格者2名）
日本漢字能力検定 丸山 2 36 7
ニュ スー検定 福嶋 1 17 8
上記受験者の学習指導として随時対応。
②新入生向け「入学前学習用問題集」の作成と配布・採点
学　　　科 配布対象者 人数 提出数 提出率
総合経営学科 一般Bまで 111 110 99.1
観光ホスピタリティ学科 〃 98 91 92.9
健康栄養学科 推薦入試まで 56 55 98.2
スポーツ健康学科 全員 103 99 96.1
短大部 全員 235 228 97.0
合　　計 603 583 96.7
③在学生向け「春期課題問題集」の作成と配布・採点
学　　科 学年 配布数 提出数 提出率
総合経営学科 1 86 34 39.5
観光ホスピタリティ学科 1 98 23 23.5
健康栄養学科 1 93 51 54.8
スポーツ健康学科 1 103 65 63.1
短期大学部　商学科 1 78 49 62.8
短期大学部　経営情報学科 1 102 61 59.8
合　　　計 560 283 50.5
　全学部1年生全員配布。
④在学生向け「夏期課題問題集」の作成と配布・採点
学　　科 学年 配布数 提出数 提出率
総合経営学科 1 87 45 51.7
観光ホスピタリティ学科 1 103 43 41.7
健康栄養学科 1 93 75 80.6
スポーツ健康学科 1 105 91 86.7
短期大学部　商学科 1 78 59 75.6
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短期大学部　経営情報学科 1 103 78 75.7













































































































学部 学科 1年 2年 3年 4年 合計
総合経営学部
総合経営学科 2 2 6 6 16
観光ホスピタリティ学科 8 6 2 5 21
人間健康学部
スポーツ健康学科 30 40 37 23 130
健康栄養学科 15 4 6 10 35

























































































































































































開館日数 延べ利用者数 貸出者数 貸出冊数 視聴覚資料閲覧
























図　書 ビデオ CD DVD デジタル資料
和：2,762 洋：　204















































































































































































































































































































































































































































































































































































　7月2日（木） 「地域社会と大学教育」 住吉廣行学長 告知：あるぷすタウン
 「マナ とー接遇」 八木雅子准教授 告知：あるぷすタウン
　7月6日（月） 「地域社会と大学教育」住吉廣行学長 告知：あるぷすタウン
 「生理学AB」 河野史倫准教授 告知：あるぷすタウン
 「食品機能論AB」 矢内和博専任講師 告知：あるぷすタウン
 「情報社会論」 室谷心教授 告知：あるぷすタウン
　7月7日（火） 「観光地理Ⅱ（世界）」 向井健専任講師 告知：あるぷすタウン
　7月8日（水） 「経営戦略論」 葛西和廣教授 告知：あるぷすタウン
3）学生企画による「ゆめカフェ」開催
　4月8日（水）、9日（木）、10日（金）、13日（月）、14日（火）、5月27日（水）　
　4月〜5月：新メンバー加入促進月間
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4）27年度地域貢献活動実績
年間受件数 年間参加件数 年間延参加人数
59件 24件 186人
　※考房『ゆめ』で把握している数字。実数とは異なる。
（b）学生と地域との連携による社会貢献活動へのコーディネート事業
1）学生の自主企画による活動
　地域づくり学生チャレンジ奨励制度対象プロジェクト（7プロジェクト：具体的内容は後述）
　松本大学支援よるプロジェクト（1プロジェクト：あるぷすタウン）
2）地域からの依頼事業への参加：全24件　※詳細は学生版アニュアルレポ トーに記載
　個人参加：23件169人
　学生プロジェクトによる参加：4件
　※新村地区オープン大会、新村地区市民運動会、松本ろう学校文化祭お手伝いへはプロジェクト・個
人両方で参加
3）地域とのパ トーナーシップ事業（2プロジェクト）
　4月〜：すすき川花火大会プロジェクト
　　　　花火大会とのコラボ企画立案と運用、広報活動への参画、事務局と一緒に花火大会を運営。
（学生・すすき川花火大会事務局）
　4月〜：松本BBS会
　　　　少年少女の成長の手助けと非行のない地域社会を目指す。（学生・社会人・保護司会）
4）地域のイベント時の活動発表
　11月8日（日）島内文化祭「防災に関する手話発表」学生プロジェクトSignメンバー4名
（c）考房『ゆめ』自主事業
1）平成27年度地域づくり学生チャレンジ奨励制度
　　【前期審査会：平成26年度実施】　応募プロジェクト：6　認定プロジェクト：6
　　　①松本大学キッズスポーツスクール（38,000円）
　　　　子どもたちにからだを動かす楽しさを伝え、スポーツ好きになるためにサポ トーする。
　　　　月2回スポーツスクール開催　
　　　②松本大学こどもあそび隊（40,000円）
　　　　親子・親同士のコミュニケーションづくりの場として年8回こども広場を開催
　　　③Sign（25,000円）
　　　　手話を通じて聴覚障がい者への理解を広める　他
　　　④◎いただきます！！（30,000円）
　　　　松本市環境政策課と連携し、食品ロスを削減するためのレシピの作成、残り物で出来る料理の
教室の実施。
　　　⑤ええじゃん栄村（100,000円）
　　　　栄村復興支援（ぶらり農園と協働し栄村特産品を使った商品開発を行う）
　　　⑥ブロプロ（42,000円）
　　　　使われなくなったレゴブロックを回収し、洗浄・消毒したブロックで遊ぶ場の提供、必要なとこ
ろへのブロックの提供。
　　【後期審査会：11月20日（金）実施】　応募プロジェクト：1　認定プロジェクト：1
　　　①ゆめ編集（100,000円）
　　　　学生による学生のための情報を伝える「Volere!!」の編集・発行
　　【報告会開催：3月16日（水）実施】
　　　①松本大学キッズスポーツスクール（申請額38,000円、決算額35,562円）
　　　　・子どもたちにからだを動かす楽しさを伝え、スポーツ好きになるためにサポ トーするための
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キッズスポーツスクールを計20回開催した。
　　　　・新村地区へのイベントに参加
　　　　　（新村地区オープン大会へ参加、新村地区運動会での運営補助として参加した）
　　　②松本大学こどもあそび隊（申請額40,000円、決算額24,148円）
　　　　・親子・親同士のコミュニケーションづくりの場として年8回こども広場を開催し未就学児向けに
工作や歌、読み聞かせを行うイベントを実施した。
　　　　・松本市環境政策課協力の下、梓乃森祭でのイベント「みんなで減らそう食品ロス〜あるぷちゃ
んと考えよう！ごはんはたいせつ」を開催。食べ物の大切さや食べ残しに関する紙芝居やクイ
ズ、ゲームを未就学児〜小学生向けに実施した。
　　　③Sign（申請額25,000円、決算額9,397円）
　　　　・聴覚障がいを持った方とのコミュニケーションの手段として手話勉強会を年5回、島内手話教
室4回参加した。
　　　　・島内地区文化祭にて防災についての手話の発表を行い聴覚障がいに対して理解してもらう
きっかけ作りをした。
　　　　・聴覚障がいをもったお年寄りのデイサービスりんどうの会と2回交流を行った。
　　　　・聴覚障がい児向けのイベントやろう学校文化祭でお手伝いを行った。
　　　④◎いただきます！！（申請額30,000円、決算額32,263円）
　　　　・松本市環境政策課と連携し、食品ロスを削減するためのレシピ完成。（2016年3月発行）野菜
まるごとレシピ19品、リメイク料理22品考案。
　　　　・8月に残り物で出来る料理教室を地域向けに開催。
　　　　・梓乃森祭にて野菜を皮ごと使った豚汁の販売。
　　　　・食品ロスレシピ集完成し松本市長へ表敬訪問。
　　　⑤ええじゃん栄村（申請額100,000円、決算額21,287円）
　　　　・ぶらり農園から依頼を受けイタドリを使ったレシピの考案を行った。
　　　　・栄村で取れる四季の野菜を使ったケーキの考案を行った。
　　　　・9月に栄村を訪問しぶらり農園との打合せ、交流、栄村の視察をした。
　　　　・梓乃森祭Veg.Sweetsで栄村で取れる野菜のシフォンケーキの提供をした。
　　　⑥ブロプロ（申請額42,000円、決算額17,918円）
　　　　・市民タイムス「ください欄」を利用してのブロックの回収4件。
　　　　　　・ブロックの提供の機会としてのブロックで遊ぶイベントを3回開催。
　　　　・県立こども病院へブロックの提供を行った。
2）平成28年度前期地域づくり学生チャレンジ奨励制度
　　申請前事前指導・支援：一斉講義［企画書・予算書の立て方］1月12日〜14日昼休み個別指導（随
時）
　　募集期間：1月12日（火）〜3月11日（金）　　
　　審査会開催：3月16日（水）
　　応募プロジェクト：5／認定プロジェクト：5
　　　①松本大学キッズスポーツスクール（39,000円）
　　　②こどもあそび隊（20,000円）
　　　③Sign（40,000円）
　　　④◎いただきます！！（30,000円）
　　　⑤ええじゃん栄村（49,000円）
3）第4期松本大学地域づくりコーディネーター養成講座開催
　　開催期間：27年3月28日（土）〜　27年9月8日（火）
　　プログラム：基礎講座　26年11月　　　専門講座　26年12月〜27年1月
　　　　　　　　実践講座　27年3月〜8月　審査会　27年9月8日（火）
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　　講座開講時の受講者：10名（社会人7名、学生3名）認定者：6名　準認定学生：なし
【27年度実施内容】
・3月28日（土）実践講座1回　
　テーマ：魅力あるプログラムづくり　
　講師：山崎　富一（NPO法人笑顔せたがや事務局長）
・5月19日（火）実践講座2回　
　テーマ：地域づくりコーディネーターの力量形成に向けて1
　実践活動での課題把握と分析、今後の活動をデザインするラウンドテーブルⅠ　
　講師：福島　明美（本学非常勤講師）
・6月16日（火）オプション企画フィー ルドワーク「長野市中条地区、大町市」
　テーマ：コーディネーター認定者によるコーディネ トー実践、現場視察
　講師：福島　明美（本学非常勤講師）、三戸呂　三都子（第1期地域づくりコーディネーター認定者）、
　　　黒岩　秀美（第2期地域づくりコーディネーター認定者）
・7月7日（火）実践講座　3回　
　テーマ：シナリオを実現するための魅力あるプログラムづくり2
　講師：小林　博明（町の縁側育み隊長野世話人）、福島　明美（本学非常勤講師）
・8月11日（火）実践講座　4回　
　テーマ：コーディネータ とーしての力量形成に向けて〜実践を物語る“ミニラウンドテーブル”
　講師：福島　明美（本学非常勤講師）
・9月8日（火）実践報告会・審査会　
　テーマ：①地域づくりコーディネ トー実践報告会・コーディネ トー実践活動発表
　　　　②グループディスカッション
　講師：山崎　富一（NPO法人笑顔せたがや事務局長）、小林　博明（町の縁側育み隊長野世話人）、
　　　廣瀨　豊（本学教員）、福島　明美（本学非常勤講師）
4）第48回梓乃森祭地域づくり考房『ゆめ』ひろば開催
　　開催日：10月17日（土）、18日（日）　　場所：松本大学5号館
　　内容：活動紹介パネル数：9プロジェクト、コーナー出展数：3プロジェクト
　　・展示コーナ ：ー学生プロジェクト活動紹介パネル、すすき川花火大会絵画写真コンテスト入賞作品、
マーブルの会、第2コムハウス、バリューブックス、松本市環境政策課によるみんなで減らそう食品
ロスの展示、松本市消費者の会による再生食器ができるまでの展示・不用食器の無料配布（水橋
先生授業の学生4人サポ トー）
　　・販売コーナ ：ー第2コムハウス、マーブルの会（『ゆめ』学生1名サポ トー）
　　・体験コーナ ：ーSignによる聴覚障がい者体験、ブロプロによるレゴブロック遊びとコンテスト、こど
もあそび隊による子供むけイベント『あるぷちゃんと考えよう！ごはんはたいせつ』の紙芝居実演
や工作をフリ スーペ スーで開催
　　・無料湯茶おやすみ処：新村地区マーブルの会（学生3名サポ トー）
　　参加団体：15団体（学生プロジェクト：9団体、地域：6団体）　　　　　　
　　支援内容：プログラム内容相談・調整　　
　　事前打合せ：9月7、8日（『ゆめ』合宿にて）、9月30日
5）COCフォーラム開催　平成27年度地域フォーラム
　　開催日：2月27日（土）13：30〜15：30　於：松本大学515教室（5号館1階）　　　　
　　テーマ：子どもの夢が、未来の町を創造する〜あるぷすタウンが果たす地域づくりの役割〜
　　内容：①基調講演（先進事例の紹介）　講師：近藤真唯　千葉商科大学専任講師
　　　　　「キッズタウンに求められる期待〜キッズビジネスタウンいちかわの実践から〜」　　　　　
　　　　　②パネルディスカッション（質疑・討議）
　　　　　コーディネータ ：ー廣瀬　豊　『ゆめ』運営委員長
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　　　　　アドバイザ ：ー近藤真唯　千葉商科大学専任講師
　　　　　報告Ⅰ　学校を核とした地域づくり 報告者：伊藤学司　長野県教育委員会教育長
　　　　　報告Ⅱ　高校生実践するビジネスタウン報告者：小平紀文　長野県諏訪実業高等学校教諭
　　　　　報告Ⅲ　企業人からの思い 報告者：花村薫　あづみ野エフエム株式会社社長
　　参加者：学生5名、教職員26名、外部講師1名、外部パネリスト3名、一般40名（本学学生3名）　計
75名
　　企画・運営：廣瀬豊運営委員長、大野聡教授、向井健専任講師、地域づくり考房『ゆめ』職員、
　　学生当日スタッフ：小林美寿希、二村有紀、小島なつみ、伊藤悠太郎、近藤壮太（院生）
　　打ち合わせ：12月〜2月
（e）学生と地域の方でつくる松本大学共催イベントへのサポート事業
1）あるぷすタウン
開催日：平成28年2月27日（土）〜28日（日）10：00〜16：00
内容：子どもが楽しみながら街を知る、仕事を知る、「子どもだけのまち」
参加者：小学校4年生82名、小学校5年生70名、小学校6年生40名、中学校1年生14名、
　　　　中学校2年生3名　（計209名　2日間延べ410名）
企画・運営スタッフ：あるぷすタウン実行委員会（学生14名、地域の方11名）
サポ トー：本校学生当日ボランティア55名延べ69名、高校生当日ボランティア26名
　　　　他校学生当日ボランティア1名、社会人当日ボランティア5名延べ6名、
　　　　企業・団体専門家33ブ スー98名延べ154名
（f）センター組織の整備充実
1）学生活動への支援体制の充実
　学生スタッフ等の配置
　内容：ゆめ学生スタッフ：6名（相談員・情報収集・発信・イベント企画・運営・実施）
2）各種会議開催
・運営委員会：8回［4月2日、5月8日、6月12日、7月17日、9月29日、11月24日、12月22日、1月15日］
・職員会議：4月〜3月、週1回
・学生スタッフ会議：年15回（4月〜3月：月1〜2回）
・学生スタッフ・リーダー会議：年5回
3）研修・交流
・考房『ゆめ』全プロジェクト前期研修会・交流会　9月7日・8日　
　参加者：学生32名、教職員6名
　内容：オリエンテーション、体験企画、レクリエーション、交流会、地域貢献大賞について、
　　　ワークショップ（テーマ：計画的な事業実施のために　講師：廣瀨豊『ゆめ』運営委員長）、
　　　ワールドカフェ（テーマ：これからの『ゆめ』に必要なこと）
　企画・運営：地域づくり考房『ゆめ』職員、学生スタッフ、各学生プロジェクト
・考房『ゆめ』27年度活動報告会・交流会：H28年3月9日（水）9：40〜16：00　
　参加者61名：（学生39名、一般14名、教職員8名）
　内容：ワークショップ　テーマ：活動の参加者を増やすための魅力的な広報
　　　（講師：NPO法人グリ ンーウッド自然体験教育センター事務長　齊藤新氏）
　　　学生プロジェクトと地域の方との昼食交流会、学生プロジェクト平成27年度活動報告
4）視察・研修等受け入れ　　　
　大学　：5件
　　　　　北九州市立大学　三宅博之教授・ゼミ生（7月8日）
　　　　　愛知東邦大学　学生課長二宮加代子氏（10月30日）　
　　　　　共愛学園前橋国際大学　学生（11月26日）　
　　　　　東京造形大学現代造形創造センター　岩瀬大地准教授（28年1月29日）
地域総合研究　第17号　Part 2
377
　　　　　西日本国際大学（28年2月25日）
　その他：2件
　　　　　中野市社会福祉協議会（8月3日）　
　　　　　松本お城ロータリークラブ（28年1月19日）
5）視察
　田園調布学園大学で実施するキッズタウン「ミニたまゆり」の視察
　日程：2月6日（土）
　参加者：教職員2名、学生2名、地域の方1名
6）広報関係
・ウェブサイト（ゆめHP）／学生ブログによる情報発信
・発行／平成27年度学生プロジェクト紹介冊子、ゆめ通信（第33号〜第34号）、平成27年度中間活動報
告、平成27年度活動報告、平成27年度地域フォーラム報告、Volere!!vol5（学生プロジェクト『ゆめ』編
集）、サンクスレシピ集（学生プロジェクト◎いただきます！！と松本市環境政策課にて製作、発行：松本
市）
・学内発行物に掲載／学報『蒼穹』に掲載（第115号〜第122号）
・新聞掲載
　信濃毎日新聞：◎いただきます！！／1月5日　食べ残し削減流通せず捨てられる食品活用・1月15日
　食を見直しごみを減らそう
　　　　　　　：すすき川花火大会プロジェクト／7月24日　松本を花火で元気に
　中日新聞　　：ブロプロ／5月26日　闘病の子にブロック玩具贈る
　　　　　　　：あるぷすタウン／2月28日　小中生社会の仕組み学ぶ
　市民タイムス：◎いただきます！！／8月18日　夏休み親子料理教室・2月6日　もったいない　子供に
指導
　　　　　　　：ブロプロ／5月28日　こども病院にブロック・7月23日　ブロックおもちゃください
　　　　　　　：あるぷすタウン／6月20日あるぷすタウンの協賛募る　・1月8日　キックオフセレモ
ニー
　　　　　　　：無料こども塾／4月26日　恵まれない子の学習支援
　　　　　　　：松本BBS会／5月17日　松本BBS会員募集
　タウン情報　：こどもあそび隊／12月22日　クリスマス会歌や工作を楽しむ
　　　　　　　：あるぷすタウン／3月1日　仕事の喜び大変さを実感
　　　　　　　：◎いただきます！！／28年3月29日　食品ロスを減らす料理
・雑誌・広報誌掲載
　月刊イクジィ：キッズスポーツスクール（4月〜28年3月）
　　　　　　　：こども遊び隊（4月〜28年2月）
　　　　　　　：ブロプロ（28年1月）
　集まれ！松本キッズ！：キッズスポーツスクール（7月〜28年3月）
　　　　　　　　　：こどもあそび隊（7月〜28年1月）
　経済月報：あるぷすタウン／11月号　大学と地域がつながる地域づくり考房『ゆめ』
　広報まつもと：◎いただきます！！
　　　　　　　・6月号　松本大学チーム「◎いただきます！！」　
　　　　　　　・7月号　もったいないクッキングで食品ロスを減らそう！
　新村公民館だより「ものぐさ」：◎いただきます！！／8月1日　親子料理教室
　松本市公民官報：◎いただきます！！／9月30日　夏休み親子料理教室開催！
　保護司会だより：松本BBS会／7月1日　松本BBS会　新年度総会　
・記者会見
　あるぷすタウン（あるぷすタウンキックオフセレモニー　28年1月8日）
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　第4期地域づくりコーディネーター養成講座認定授与式（プレスリリ スーのみ9月25日）
（9）学生委員会
（a）委員会開催
　①全学学生委員会
　　4月20日 奨学金採用面接調整、学生指導について、今後の日程等
　　4月30日 学生スタッフ内規の検討、第二体育館閉鎖に伴う諸問題、学外指導者について、同好会
申請等
　　6月25日 評価報告内容検討、喫煙場所のあり方、今後の日程等
　　7月30日 新村地区との地域連携について、学長賞検討、事件事故報告
　　8月21日 経済状況悪化支援制度面接・審査
　　10月1日 災害被害学生支援・スポーツ特待継続審査、梓の森祭進捗状況等
　　10月20日 学生指導について
　　10月23日 学生指導について
　　11月11日 経済状況悪化支援制度について、今後の日程等
　　12月9日 金継続要件、経済状況悪化支援制度内容審議、同好会申請等
　　2月29日 スポーツ特待継続審査、環境保全に関する組織設置検討等
　　3月8日 災害被害学生の学費減免審査、学生賠償責任保険、今後の日程等
　　3月15日 経済状況悪化支援制度面接・審査
　②総合経営学部学生委員会
　　7月29日
　③短期大学部学生委員会
　　4月14日・5月26日・6月23日・9月2日・10月22日・11月26日・3月1日
　④大学祭実行委員会
　　5月23日 以降毎週水曜日昼休みに実施
　　11月13日 反省会
（b）対外的活動
・新村情報交換会　　　10月10日・3月6日
・松本大学地域懇話会　12月16日
・松本ぼんぼん　実行委員会　7月15日
・平成26年度県私立短期大学体育大会幹事校会議　　5月14日・6月5日・7月24日
・平成26年度県私立短期大学体育大会　　9月12日
・平成26年度県私立短期大学体育大会会計監査（於：豊南女子短大）　　12月12日
・次年度主管校私立短期大学体育大会事務引継（於：上田女子短大）　　1月9日
・新村運動会　　9月6日
・新村文化祭・音楽祭　　11月1日〜2日
（10）就職委員会
　就職委員会とキャリアセンターは連携して業務を行っており、その業務は、①学生の支援（就職活動・就
職活動準備等）、②企業への求人依頼・情報交換、③保護者への案内・説明、④就職委員会運営等の管
理業務の大きく4つ区分される。学生の支援については、就職活動年次学生対象の就職支援活動、就職
活動を翌年以降に控えた学生対象の就職活動準備支援、全学生対象のキャリア支援・学生生活支援の3
つに区分される。また、学生の就職活動の前提となる求人情報取得と採用試験の動向把握のために、長
野県内をはじめとする企業への求人依頼のほか、企業訪問を通じて情報交換を行っている。そうした企業
との信頼関係に基づき、就職活動準備支援を目的とした授業や行事にも協力いただいている。
　一方で年々保護者の就職に対する関心と知識は高まっており、就職委員会とキャリアセンターの取組み
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や家庭への協力依頼を目的とした通知を発送している他、毎年、「保護者会」を開催している。
　就職委員会は3学部それぞれ毎月開催しており、就職支援活動の進捗等について、教職員間の情報共有
と協力体制の構築を図っている。
　平成24年度より全学就職委員会が新設され、3学部の就職委員会の主任および委員、大学院研究科の
委員、そして事務局としてキャリアセンター職員が参加して構成され、平成27年度の委員長には平成24年
度から継続して短大部就職委員の藤波が就いた。全学委員会の目的は、各学部および大学院研究科で共
同して行う就職支援活動の調整にある。
　全学が共同で行う学内合同企業説明会については、かつては、就職活動開始直後の12月は大企業を中
心とし、2回目以降の3月､6月は地域の企業中心に行うことが例年の内容となっていた。
　この開催については、大企業は採用計画が早期に設定され、採用活動への取組も早いこと、また、地域
の企業は大企業の後に採用活動を活発化させる傾向があることを踏まえた結果となっている。しかし、平
成27年度は就職活動スケジュールの後ろ倒しに伴い、第1回目を4月に行い、予定した10月については9月に
変更し、3月は翌年度の4月開催を前倒しして2回開催した。
　9月に実施した学内合同企業説明については学生の参加者数が少なかったため、来年度は開催時期の
変更が必要と考えられるが、これは売り手市場の状況において約8割の企業が8月より前に面接を開始し
たことに対応するものである。
　3月に開催した次年度卒業生対象の2回の合同企業説明会は盛況であり、就職環境の好転を反映してい
た。
　また、今年度は業界研究会を11月から1月にかけて11回行う予定であったが、セイコーエプソン社等を追
加し、合計15回実施した。その参加合計人数は943名であり、昨年度の11回合計1,005名と比較し、実施回
数は増えた一方で、参加人数は減少する結果となった。
　キャリア面談については、引き続き、その多くを県内人材にシフトして実施した。また、そのキャリア相談
の情報はメソフィアに入力されてゼミナール担当教員が閲覧できることとなっていたが、就職活動支援で
個々の学生の個性に合せた指導が目指された。
　キャリア面談員については、県内の面談員を新規に3名追加採用することになり、平成28年度の登録者
は24名となった。その結果、県内の面談員比率は66.7％（平成27年度）から79.2％（平成28年度）と、さら
に高まる見通しとなった。
　キャリアセンターの企業開拓は調査役を中心に県内全域を、県外企業は課長以下の職員によって出張
等を含めた活動を行い、平成27年度は499件の企業訪問が行われた。
　更に、キャリアセンターの閉館時間は、5月7日から7月24日まで、17時から18時に延長された。
（a）委員会開催
　平成27年度の就職委員会の開催状況は次の通りであった。
・全学就職委員会…11/18（水）
・総合経営学部…4/6（月）、5/13（水）、6/3（水）、7/1（水）、8/19（水）、10/1（木）、10/29（木）、12/2
（水）、1/6（水）、2/3（水）　＜のべ10回開催＞
・人間健康学部…4/2（木）、5/12（火）、6/9（火）、7/7（火）、8/26（水）、10/8（木）、11/10（火）、12/8
（火）、1/12（火）、2/9（火）、3/8（火）　＜のべ11回開催＞
・松商短期大学部…4/7（火）、4/21（火）、5/12（火）、5/26（火）、6/9（火）、6/23（火）、7/7（火）、
7/21（火）、9/29（火）、10/14（水）、10/27（火）、11/11（水）、11/25（水）、12/8（火）、1/6（水）、
1/20（水）　＜のべ16回開催＞
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2．研究推進部門
（1）研究推進委員会
（a）委員会開催
10月28日（水）
・「松本大学研究紀要第14号（通刊第66号）」について、審議の結果、原案どおり承認された。
・学内研究助成費の申請について説明がなされ、審議の結果、原案通り承認された。
1月27日（水）
・平成28年度研究助成費査定結果について、審議の結果、異議なく承認された。
（b）事業・活動
・平成28年度個人研究費・研究助成費の募集、査定、査定結果通知
・第4回松本大学教員研究発表会開催
　3月9日（水）5名・10日（木）12名　の合計17名の発表があった
・受託研究取り扱い規定の見直しを行い、平成28年4月1日から施行することとした。
 1）研究誌編集部会
（a）事業・活動
・「地域総合研究第16号Part1」募集、査読、編集
　4月2日 執筆意向調査案内（4月10日締切）
　4月16日 追加募集
　5月8日 原稿締切
　5月 提出原稿査読
　7月31日 発行
　※原著論文5編、研究ノー ト1編、調査・事例報告2編、教育実践報告1編、資料1編の合計10編掲載した。
・「松本大学研究紀要第14号」発行
　8月3日 執筆意向調査案内（10月5日締切）
　4月16日 追加募集
　11月9日 原稿締切
　11月 提出原稿査読
　1月31日 発行
　※原著論文7編、研究ノー ト2編、調査・事例報告1編の合計10編掲載した。
 2）松本大学出版会運営部会
（a）事業・活動
・COC戦略会議編「地域づくり再考〜地方創生の可能性を探る〜」出版（500部）
　昨年度より計画していた、2014年9月27日〜12月6日の間で9回にわたり実施したCOC公開講座の講演録
をまとめた書籍を出版した。
・2014年度末に出版した「松本大学の挑戦－開学から10年のあゆみ－」について、広報・販売活動を積極
的に行った。その他、既存の書籍についての販売、在庫管理等を行った。
・長野県出版協会会員として、図書目録「信州の本」への情報提供、および8月より幹事社となり活動を
行った。
 3）地域総合研究センター運営部会
（a）センター運営部会の構成　14名
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　運営委員長（センター長）　1名（副学長）・運営委員　教員　9名（大学院1名、総合経営学部2名、人
間健康学部3名、短期大学部3名）・特別調査・研究員　5名・外部研究員　2名・事務局6名
（b）会議の実施状況
　センター運営部会　1回　12月24日（木）　
　・外部資金による研究業務（受託事業）について報告（平成27年度は18件）
　・平成27年度補正予算について報告
（c）事業・活動
①地域との連携事業
　ⅰ）松本市との提携活動（継続事業）
　　a）松本市地域づくり研究連絡会　
　　　担当：総合経営学科　木村晴壽教授・観光ホスピタリティ学科　白戸　洋教授
　　b）観光ホスピタリティカレッジ企画・運営（事務局業務）
　　＜一般講座＞
　　　・申し込み受付：9月7日（月）〜10月5日（月）
　　　・開講日・参加者（全7講座）
　　　　第1講：10/8（木） 参加人数：28名（社会人27名、学生1名）
　　　　第2講：10/29（木）参加人数：23名（社会人21名、学生2名）
　　　　第3講：11/19（木）参加人数：19名（社会人17名、学生2名）
　　　　第4講：11/26（木）参加人数：19名（社会人17名、学生2名）
　　　　第5講：12/11（金）参加人数：28名（社会人25名、学生3名）
　　　　第6講：2/4（木） 参加人数：13名（社会人12名、学生1名）
　　　　第7講：1/28（木） 参加人数：19名（社会人16名、学生3名）
　　＜公開講座＞
　　　・申し込み受付：8月24日（月）〜9月10日（木）
　　　・開講日・参加者（全1講座）：9月14日（月）　参加人数：37名（社会人37名）
　ⅱ）地域づくりインタ ンーシップ戦略事業
　　・内容：松本市と「地域づくりインタ ンーシップ戦略事業業務委託契約」を締結し、地域総合研究セ
ンター特別調査研究員5名が松本市内の各地区において地域づくり活動等を行った。
　　・契約日　4/14（火）地域総合研究センター特別調査研究員委託契約締結式
　　　　　　　4/28（火）「松本市地域づくりインタ ンーシップ戦略事業委託契約」調印式
　　　　　　　　　　　（於：松本市役所）
　　　※業務委託期間は契約日（4月28日）〜平成28年3月31日までとした。
　　・特別調査研究員・活動地区：岩垂　　綾：入山辺地区地域づくりセンター
　　　　　　　　　　　　　　　塚原　有香：鎌田地区地域づくりセンター
　　　　　　　　　　　　　　　松本　尚子：奈川地区地域づくりセンター
　　　　　　　　　　　　　　　濵　由佳子：中央地区地域づくりセンター
　　　　　　　　　　　　　　　丸山　裕也：四賀地区地域づくりセンター
②受託事業窓口業務
　a）平成27年度「松川村観光振興支援業務」
 委託元機関：松川村／担当：観光ホスピタリティ学科　山根宏文教授
　b）平成27年度「健康動楽ゼミ」
 委託元機関：大町市、松川村、（財）公園緑地管理財団アルプスあづみの公園管理センター
 担当：大学院健康科学研究科　呉　泰雄准教授
　c）「えんえん」の業態の研究開発
　 委託元機関：美勢商事株式会社／担当：健康栄養学科　矢内和博　専任講師
　d）平成27年度「池田町観光振興支援業務」
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　 委託元機関：池田町観光推進本部／担当：観光ホスピタリティ学科　山根宏文教授
　e）「運動能力向上プログラム」指導・研究協力
 委託元機関：箕輪町立箕輪中部小学校／担当：スポーツ健康学科岩間英明准教授
　f）平成27年度キラリ☆アクア健康教室
 委託元機関：筑北村／担当：人間健康学部スポーツ健康学科　根本賢一教授
　g）平成27年度「親子ふれあい遊び」
 委託元機関：木曽町／担当：スポーツ健康学科　犬飼己紀子教授・岩間英明准教授
　h）生坂村連携・協力協定による活動
 ・生坂中1年生対象の体力調査、運動指導／担当：スポーツ健康学科　岩間英明准教授
 ・インターバル・ストレッチ教室／担当：スポーツ健康学科　田邉愛子専任講師
 ・域学連携活動「こたろう大学『生坂あそび隊』」／担当：スポーツ健康学科　犬飼己紀子教授
 ・みんなであそぼう（全11回）／担当：スポーツ健康学科　中島弘毅教授
 ・生坂村通学合宿における食育活動／担当：健康栄養学科　廣田直子教授
　i）平成27年度　安曇野市子ども学習支援事業
 委託元機関：安曇野市／担当：観光ホスピタリティ学科　尻無浜　博幸教授
③松本大学東日本大震災災害支援プロジェクト活動支援業務（運営管理と会計処理）
（8月からの活動については、文部科学省「平成27年度緊急スクールカウンセラー等派遣事業」における、
　石巻市の再委託先として活動した）
　大街道小学校児童・保護者・教職員に対するカウンセリングおよび児童への学習支援活動
　・カウンセリング／10回（26.4月〜27.3月）　　　
　・学習支援／17回（26.5月〜27.3月）　参加学生数延べ102名　教職員延べ11名
　　児童数延べ　1年84名・2年205名・3年53名・4年77名・5年104名・6年36名（合計559名）
④『地域総合研究第16号』発刊
　Part1（9月30日）
　Part2（11月30日）
⑤外部研究員2名の活動
　①中野和朗　　キャリアスクール　テーマ「ファウスト」※資料の作成
　②建石繁明　　新聞等への投稿活動
⑥その他
　・講演会、シンポジウム、フォーラム等のバックアップを行った。
　・地域総合研究センター規程の改訂を行った（6月1日施行、4月1日より適用）。
　・受託事業取扱い規程の改訂を行った（平成28年4月1日から施行）。
　　また、これに併せて受託事業受入申込書、受託事業完了報告書の整備を行った。
（2）研究倫理委員会
（a）委員会開催
平成27年5月19日（火）16：50〜18：00
　（1）委員会では、ヒトを対象とした申請研究が倫理的・法的および社会的観点から適正に遂行される
ための要件を満たしているかを審議すること、加えて、本年度は全国の大学に対する研究倫理教
育の実施初年度であるため、全教員・院生に対する研究倫理の啓蒙・普及を行うことを目的とする
ことを確認した。
　（2）学長が指名する大学院および各学部から選出された教員として山田一哉教授、室谷心教授、矢﨑
久准教授、河野史倫准教授、糸井重夫教授を、研究に関する倫理的および法的事項を総合的に判
断するにふさわしい識見を有する者として増尾均教授、福島智子准教授を、一般の立場を代表する
学外者として瀬川格淳（専称寺住職）を委員会構成メンバ とーすることを確認した。
　（3）下記の2件の申請について審議し、修正後承認することを確認した。
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　　　①「食を伝える新しい異世代間地域ネットワークづくりのための参加型アクションリサーチ」
　　　　大学院健康科学研究科　廣田　直子教授
　　　②「保健補導員活動の意義と支援のあり方について」
　　　　大学院健康科学研究科　今井　三枝子院生
平成27年7月7日（火）16：50〜17：15
　（1）下記の3件の申請について審議し、修正後承認することを確認した。
　　　①「トレーニングを行う中高年を対象としたペプチドの筋力増強作用に関する研究」
　　　　大学院健康科学研究科　呉　泰雄准教授
　　　②「大学生の生活習慣病のリスクに関する研究」大学院健康科学研究科　江原　孝史教授
　　　③「小学生の口唇力と体力の関係」人間健康学部スポーツ健康学科　中島　節子専任講師
　（2）倫理審査委員会報告システム操作マニュアルにしたがって、情報公開することを確認した。
平成27年9月1日（火）16：50〜17：23
　（1）下記の2件の申請について審議し、修正後承認することを確認した。
　　　①「血液検査からみた高校硬式野球部員における望ましい体重増加量」
　　　　人間健康学部健康栄養学科　石澤　美代子助手
　　　②「世帯および地域の社会経済的要因が食生活や健康状態に絶える影響－栄養疫学的検討」
　　　　大学院健康科学研究科　廣田　直子教授　
平成27年11月5日（木）16：50〜17：20
　（1）下記の申請について審議し、修正後承認することを確認したが、のちに新たにサンプルを採取しな
いことが明らかになったため申請が取り下げられた。
　　　・「ALDH2遺伝子多型とパッチテスト、飲酒行動の関連性について」
　　　　人間健康学部健康栄養学科　沖嶋　直子専任講師
　平成27年12月15日（火）17：30〜17：40
　　（1）下記の申請について審議し、修正後承認することを確認した。
　　　・「中高年を対象としたペプチド飲料摂取における体感調査」
　　　　大学院健康科学研究科　呉　泰雄准教授
（b）事業・活動
平成27年4月1日（水）14：00
　・合同教授会において、研究推進委員会とともに、研究倫理教育の日本学術振興会編集の「科学の健
全な発展のために－誠実な科学者の心得－」を全教員に配布するむね周知した。
平成27年4月8日（水）13：30〜15：00
　・大学院必修科目の「健康科学特論」の第1回目に研究倫理に関わる講義を行った。
平成27年7月23日（木）11：20〜12：50
　・研究倫理委員会主催で研究倫理に関する講習会を開催した。
　　講習会「標本データと仮説検定のしくみ」講師：総合経営学部　林昌孝教授
平成27年8月7日（金）
　・山田一哉委員長が、地域科学研究会高等教育情報センター主催の「研究倫理教育の責務とプログラ
ム展開Ⅳ」に参加・情報収集した。
平成27年11月27日（金）
　・山田一哉委員長が、学術研究フォーラム第7回学術シンポジウム「科学研究のよりよき発展と倫理の
確立を目指して」に参加・情報収集した。
 1）動物実験部会
（a）部会開催
平成27年4月15日（水）9：40〜10：30
　（1）部会では、従来通り動物実験の審査を厳格に行うことに加えて、公私立大学実験動物施設協議会
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による外部評価の受審に向けた規程改訂や体制整備等を行うことを目的とすることを確認した。
　（2）動物実験等に関して優れた識見を有する者として山田一哉教授、河野史倫准教授、川島均准教授
を、倫理等の学識経験を有する者として、福島智子准教授を実験動物管理者として、羽石歩美助手
を委員会構成メンバ とーすることを確認した。
　（3）下記の5件の申請について審議し、修正後承認することを確認した。
　　　①「骨格筋機能を決定する生理的要因とそのメカニズム」
　　　　大学院健康科学研究科　河野史倫准教授
　　　②「マウス走運動習慣はストレス時の海馬microRNA発現量に影響するか」
　　　　松商短期大学部　川島均准教授
　　　③「インスリン様活性を有する食品成分のスクリーニングと作用機構の解析」
　　　　大学院健康科学研究科　髙木勝広教授
　　　④「ホルモンと栄養素による遺伝子の転写制御機構の解析」
　　　　大学院健康科学研究科　山田一哉教授
　　　⑤「生化学実験（健康栄養学科2年生後期）」
　　　　大学院健康科学研究科　山田一哉教授
平成27年5月7日（木）15：10〜16：00
　（1）「松本大学動物実験規程」、「松本大学動物実験規程の利用細則」、「松本大学動物実験規程に
関する動物実験委員会内規」および「松本大学動物実験規程の運用」を改訂した。
　（2）全委員による巡視を経た後、動物飼育室および松本大学動物実験室を飼養保管施設ならびに実
験室として設置することを承認した。
　（3）規程や動物実験教育訓練講習会開催、平成26年度使用動物数および動物実験部会委員会構成
が大学HPにて公表されることを確認した。
平成27年6月4日（木）15：10〜15：25
　（1）「動物実験に関する自己点検・評価報告書」を承認するとともに、大学HPにて公表されることを確
認した。
（b）事業・活動
平成27年5月20日（水）　
　・動物慰霊祭を挙行した。
平成27年6月12日（金）
　・公私立大学実験動物施設協議会総会に部会長山田一哉教授と実験動物管理者羽石歩美助手が参
加した。
平成27年6月13日（土）
　・公私立大学実験動物施設協議会が開催した平成27年度第1回研修会「実験動物管理者の教育訓
練」を実験動物管理者羽石歩美助手が受講し、修了証を受領した。
平成27年7月30日（木）　
　・教職員・院生向け教育訓練を実施した。
平成27年8月21日（金）
　・公私立大学実験動物施設協議会が開催した平成27年度第2回研修会「実験動物の基礎的取扱いお
よび動物実験の基礎技術研修」を羽石歩美助手が受講し、修了証を受領した。
平成27年9月29日（火）
　・学生向け教育訓練を実施した。
 2）遺伝子組換え実験安全部会
（a）部会開催
平成27年4月15日（水）9：40〜10：30
　（1）部会では、遺伝子組換え実験が安全に行われるように、遺伝子組換え実験計画および実験施設
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の審査を厳格に行うこと、および規程等の改訂を行うことを目的とすることを確認した。
　（2）遺伝子組換え実験等に関して識見を有する者として山田一哉教授、河野史倫准教授を、倫理等の
学識経験を有する者として福島智子准教授を、学長から任命された安全主任者として浅野公介助
手を委員会構成メンバ とーすることを確認した。
　（3）下記の7件の申請について審議し、承認した。
　　　①「筋特性の発生・維持・変化に関わる分子メカニズムの追求」
　　　　大学院健康科学研究科　河野史倫准教授
　　　②「高炭水化物食による遺伝子発現調節機構の解析」
　　　　大学院健康科学研究科　山田一哉教授
　　　③「新規転写因子ファミリーZHXの生物学的役割の解析」
　　　　大学院健康科学研究科　山田一哉教授
　　　④「インスリン様活性を有する食品成分のスクリーニングと作用機構の解析」
　　　　大学院健康科学研究科　髙木勝広教授
　　　⑤「時計遺伝子と長寿遺伝子の発現相関は、糖代謝調節に関わるか？」
　　　　人間健康学部　浅野　公介助手
　　　⑥「ZHXファミリ とーBETファミリーの相互作用メカニズムと生物学的役割の解析」
　　　　人間健康学部　羽石　歩美助手
　　　⑦「酵母の形質転換（教育目的実験）」　大学院健康科学研究科　髙木勝広教授
平成27年5月7日（木）15：10〜16：00
　（1）「遺伝子組換え実験安全管理規程」および「松本大学遺伝子組換え実験安全規程に関する内
規」を改訂した。
　（2）委員全員による巡視を経て、遺伝子組換え実験施設として理化学実験室、動物実験室、動物飼育
室を承認した。
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3．入試広報部門
（1）入試委員会
　入試委員会は各学部・学科の代表者6名ならびに入試広報室職員によって構成される。平成27年度は
総合経営学部総合経営学科の代表者が入試委員長を務めた。
　入試委員会の業務は、大きく①学生募集関連業務（オープンキャンパス、総合パンフレット、高校訪問
等）と、②入学試験関連（入試問題の作成と内容の確認、入学試験の実施と試験結果の判定等）となって
いる。
　また入試委員会の下部組織として、入学試験問題の作成に携わる入試問題検討部会がある。
（a）委員会開催
平成27年6月21日（日）
　①入試評価基準の策定について
　　学力を校正する重要な3つの要素「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働
性」を踏まえた多面的・総合的に評価する入学者選抜の実施基準について、策定案に基づき審議さ
れ、承認された。
　②募集要項（サイト）の確認依頼について
　　募集要項サイトについて、6月下旬の公開にあたり、入試委員・関係各位（学部長・学科長・事務局
長・総務課長）による1週間程度の内部確認期間を設けることが承認された。
平成27年7月27日（月）
　①指定校推薦の現状について
　　県内外の高校への案内が完了し、各高校の状況や要望の確認がなされた。そのうえで条件や枠数の
変動については各学部判断により適宜対応していくことが確認された。
　②学生募集における各入試の適正性について
　　学部学科ごと、2015年度入学生のプレイスメントテスト実施結果を基に適正性の確認がなされた。入
試区分毎・科目毎の分析から、本年入試の適正性について承認がなされた。
　③被災者・障がい者への特別支援制度認定について
　　スポーツ健康学科1年生への東日本大震災被災者支援制度適用について審議がなされ、過去の事例
から半壊の対象者として授業料半額免除（後期から）が承認された。
　　障がい者の受入については、まずはオープンキャンパスに来学し特別なサポ トーを必要としないで修
学できるかどうかを、学科長・入試委員と相談のうえ個別に判断することが確認された。
　③2017年度大学案内の制作について
　　次年度の制作方針が審議され、2017年度入学生に向けて反映すべき各学科の変更事項などを年内
を目処に提出するようスケジュールの確認がなされた。
　④一般入試における英語・国語の新課程について
　　英語の新課程科目ついて検討がなされ、募集対象高校の履修状況などから、コミュニケーション英語
Ⅰ・Ⅱを出題範囲とすることが承認された。
　　国語については、新旧課程の国語総合の科目内容について、9月中を目処に作題者に確認することが
承認された。
　⑤学生募集要項WEB化について
　　WEB化に伴い、以降紙の要項資料の配布がないことや（AO説明会などでも）、スム ズーな説明対応
のためにサイト構造に慣れておくことなど、活用促進の依頼があった。
平成27年12月24日（木）
　①次年度計画について－入試－
　　次年度入試日程について提出された素案の計画案が承認された。
　　各学科における一般入試科目の適正について本年度通りで良いか確認するよう依頼がなされた。
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　　入試問題の作成およびチェックについても第三者機関を通すなど改善の検討をすることが承認され
た。
　　松商学園高等学校に対して系列校進学制度を設け、内部進学を入試制度の導入について提案がなさ
れ、年度内には概要を策定することが承認された。
　　また、本年度の地方一般入試について、リスク回避を目的とし、従来の2人体制から3人体制へと拡張
することが承認された。
　②次年度計画について－オープンキャンパス－
　　次年度オープンキャンパスの日程について提出された素案の計画案が承認された。
　　また広告物制作取扱業者としてコンペの結果、アド・コマーシャル（株）が選定されたことが報告され、
承認された。同時に次年度予算は教育学部対応を別としながらも対本年度費2%減が目標であること、
予算投下の広報戦略は県内中心とすることが承認された。
　③次年度計画について－その他－
　　次年度大学案内の取材対象について意見交換がなされ、基本内容について承認がなされた。
　　WEBキャリア図鑑へ各学科で積極的に出稿を進めることが確認された。
　④補正予算について
　　初期の予算設定範囲内で収まることが報告され、承認された。
　⑤1/24（日）掲載、信濃毎日新聞15段広告について
　　1/24（日）掲載、信毎全県版15段カラーの学生募集シリ ズー広告について概要が報告され承認され
た。今回は地域連携活動をテーマとし、学部毎に積極的に活動をされている教員を学部毎に1名選出
し掲載すること、またその原稿の寄稿について依頼がなされた。
平成28年3月9日（水）
　①大学案内について
　　4/15原稿締切、5/20納品予定のスケジュールが確認された。また掲載内容について過年度とするか
次年度とするかは、公表可能時期が異なるため学科毎の判断とすることが確認された。
　②一般・センタ 入ー試科目の適正について
　　科目試験の適性について、5月の学部教授会で審議し決定することが確認された。
　③松商学園高等学校の系列校進学制度について
　　高校側とヒアリングをしたうえで早期に要望をまとめ、本年度の実施内容を策定することが確認され
た。また当入試は特定の対象となるため、募集要項などでの一般公表はせず、直接的な説明および
入試とすることが確認された。
　④松商学園高等学校の既卒者の入学金免除制度について
　　条件の明確化が協議され、制度本来の目的を鑑み、「松商学園高等学校および松本秀峰中等教育
学校卒業見込みの生徒を対象とする」という案が提案された。全学協議会を経て理事会で審議する
ことが確認された。
　⑤特待3種の運用について
　　次年度入試委員会において、枠数の明確化など運用について留意検討することが確認された。
　⑥兄弟姉妹で同時受験する場合の入学金免除制度適応について
　　現在の兄弟姉妹入学金優遇制度「兄弟姉妹が松本大学あるいは松商短期大学部の在学生または卒
業生という者」に文言を追加し、「兄弟姉妹が松本大学あるいは松商短期大学部の在学生または卒
業生、入学予定者という者」とし、規程を拡張させることが提案された。
　⑦強化部重点部の選手募集について
　　合否および学科選択ならびに特待生資格について部の独断で返答することは避け、入試委員会に事
前相談をし、判断・手順を仰ぐことが確認された。
　⑧紙の募集要項の廃止について
　　本年度、全入試のWEB出願導入とともに、初年度対策として設けた一般およびセンター利用入試用
の紙の募集要項冊子については、費用削減や入試の複雑化回避という面からも当初予定通り次年度
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は廃止とし、WEB出願一本化することが確認された。
　　同時に、WEB出願割引を含む受験料の設定については、次年度入試委員会で検討することが確認
された。
　⑨外部英語検定による推薦入試・AO入試の入試判定制度導入の検討について
　　導入の有無、内容、時期について、次年度入試委員会で検討していくことが確認された。
　⑩推薦・AO入試の入試改革検討について
　　推薦入試およびAO入試において、学習能力の確認を目的とする試験の導入について、次年度入試委
員会で検討していくことが確認された。
　⑪入学試験成績の開示について
　　募集要項段階で入学試験成績開示の案内を出すことが審議され、素案が提出された。
　　必要性の有無と内容については次年度入試委員会で検討していくことが確認された。
　⑫入試当日の施設立ち入りについて
　　施設毎の関係者以外の立ち入りについて明確にすることが提案され、事前にメールなどで一斉案内
するなど対策をすることが確認された。
　⑬大学の入試日程・定員について
　　総合経営学部およびスポーツ健康学科の編入学について、定員が10名から5名に変更となること、編
入学試験を9月にⅠ期、12月にⅡ期として実施することが確認された。
（b）事業・活動
1）オープンキャンパスの実施
　　高校生を対象にしたオープンキャンパスを実施し、大学ならびに学部学科の魅力を訴えるとともに、
様 な々相談に対応し、受験者の獲得に努めた。なお、日程ならびに動員数については、入試広報室の項
を参照されたい。
2）授業公開の実施
　　前後期にそれぞれ1回、高校生とその保護者に対して通常講義を見学して頂く授業公開日を設定した。
なお、具体的な日時および動員数等については入試広報室の項を参照されたい。
3）大学外での模擬講義・模擬面接の実施
　　大学外、その多くは高等学校内で実施される模擬講義ならびに模擬面接に多く参加した。なお、具
体的な日時や回数および動員数等についてはⅢ-1-⑤高等学校での出前講義、Ⅴ-5入試広報室の項を参
照されたい。
4）大学外でのガイダンスの実施
　　大学外で実施された大学・学部・学科の説明会に多く参加した。なお、具体的な日時や回数および動
員数等についてはⅤ-5入試広報室の項を参照されたい。
　
 1）入試問題検討部会
（a）部会開催
平成27年5月10日（日）
1）全作題者ならびに全担当教員が出席し、顔合わせと自己紹介を行った。
2）入試委員長ならびに入試広報室より前年度入試における問題点ならびに平成28年度入試における情
報提供等を行った。
3）教科ごとに作題者ならびに担当教員が集まり、打ち合わせを行った。その際、担当教員より、A）出題
の基本的な考え方、B）前年度入試から変更内容、等について、詳細な要望が作題者に伝えられた。
4）教科ごとに試験問題作成完了に至るまでのスケジュールを決定した。
（b）事業・活動
1）作題案の確認と修正
　　上記（1）の部会における大学からの要請を受け、作題者が作題を行った。その後、各担当教員との間
で、その内容に関する意見交換等を電話、E-mail、手紙等で行い、必要に応じて修正を行った。各担当
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教員の了承を得た上で、最終作題案が決定された。
2）最終作題案のチェック
　　最終作題案に対し、担当教員はもちろんのこと、複数の事務職員も交えて、最終作題案の内容に関す
る確認作業を行った。この段階でもいくつかの修正点が発見され、作題者との話し合いを経た上で、修
正を行った。このような経過を経た上で、試験問題の作成が完了となった。
（2）全学広報委員会
　広報委員会は、各学部学科から教員8名、入試広報室から職員4名の総勢12名からなる。基本業務は、
公式ウェブサイトの運営管理と学報「蒼穹」の編集発行（年4回）で、平成27年度の委員会は、「蒼穹」の
構成案等を検討するタイミングで4回開催された。
（a）委員会開催
平成27年4月28日（火）　9時40分〜11時　第4会議室
　1）「蒼穹vol.119」についてページ構成案の確認がなされた。
　2）大学ブランドの告知を伴うような広報展開をしていくべきという意見が出され、確認された。
　3）教育活動の取り組みや事業報告などを広く訴求し、学生募集や地域理解に繋げるべく、WEBへ積
極的に寄稿していくことが確認された。
平成27年8月2日（日）　16時30分〜17時30分　第4会議室
　「蒼穹vol.120」についてページ構成案の確認がなされた。
平成27年11月2日（月）　15時10分〜16時40分　第4会議室
　「蒼穹vol.121」についてページ構成案の確認がなされた。
平成28年1月26日（火）　13時30分〜15時00分　第4会議室
　1）「蒼穹vol.122」についてページ構成案の確認がなされた。
　2）WEBキャリア図鑑の原稿集めに関して、次年度からはキャリアセンターと連携し、内定報告の段階
で学生に寄稿を促すような仕組み作りをすることが提案され、就職委員会と相談し進めることが承
認された。
（3）高大連携推進委員会
（a）平成26年度の委員会の運営
　高大連携推進委員会は、各学部から3名の教員が委員となり、管理課の職員が事務局となっている。高
大連携の取り組みは各学部毎に目的や方法が大きく異なることもあり、意思決定の迅速化を確保する意味
からも、各学部の主体的な取り組みを委員会全体として共有し、必要な場合に相互に支援することを原則
としている。また、委員数が少ないこともあり、委員会の運営は主としてメール等でコミュニケーションを図
り、具体的な取り組みに力を注いでいる。
（b）平成26年度の活動内容
1）新たな協定の締結
　1月21日（火）　「松本大学と長野県商業教育研究会の連携に関する協定」締結　（於：松本大学）
　3月1日（土）　「松本大学・松本大学松商短期大学部と長野県南安曇農業高等学校との連携に関する
協定」締結　（於：松本大学）
2）総合経営学部の取り組み
　①デパ トーサミット（マーケッティグ塾・デパ トーゆにっと）
　　長野県商業教育研究会が主催する「マーケティング塾」を、本学が地域の人材育成という観点から全
面的にバックアップした。また、毎月本学において関係する高校の教員と大学の担当者が出席して実行
委員会が開催され、マーケティング塾の内容やデパ トーサミット全体の運営について検討を行った。
　　2014年12月23日より開始された第3期マーケッティング塾は2014年度に2回、2015年度に6回行い、8月
18日〜19日にながの東急百貨店で合同販売会「デパ トーゆにっと」を開催した。さらに第4期マーケティ
ング塾は、2015年度に3回実施した。
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　　またデパ トーサミット事業に高校時代に参画して本学に進学した学生を中心にデパ トーサミット事業
を支援することを目的とした学生組織「ゆにまる」が結成され、マーケティング塾における運営アシスタン
トを担うとともに「ゆにまる」として商品開発を行ないデパ トーゆにっとにも参加した。
　　＜マーケッティグ塾　第3期＞
　　4月25日（土）　第4回マーケティング塾　（於：松本大学）
　　　講義「事例から学ぶブランド戦略」株式会社スドージャム　米山　聡氏
　　　グループワーク「商品開発」
　　5月30日（土）　第5回マーケティング塾　（於：松本大学）
　　　講義「コンセプトからの行動と表現」株式会社ビークス　岡田　義彦氏
　　　プレゼンテーション演習「商品企画発表」
　　6月13日（土）　第6回マーケティング塾　（於：松本大学）
　　　演習「販売員マナ 」ー　株式会社ながの東急百貨店　若林　雅美氏
　　7月18日（土）　第7回マーケティング塾　（於：松本大学）
　　　パネルディスカッション株式会社ながの東急百貨店　大澤由貴子氏・長野県教育委員会　有賀
　浩氏・アベニュ ・ードゥ・リベルテ橋倉　橋倉　圭子氏・商品開発プレゼンテーション
　　8月10日（月）　第8回マーケティング塾　（於：長野商業高校）
　　　講習会「POPと金銭授受」
　　＜マーケッティグ塾　第4期（継続中）＞
　　　高校生が11校から75名、教員27名が参加。第4期より南安曇農業高校がオブザーバ とーして参加し
て商業高校の高校生とともに学び、連携して商品開発に取り組んでいる。
　　12月23日（水）　第1回マーケティング塾　（於：松本大学）
　　　パネルディスカッション
　　　講演「銀座ながのからの発信」　穂高商業高等学校　跡部　徹先生
　　　地区別グループワーク研修　「マーケティング塾で取り組みたいこと」
　　2月11日（木）　第2回マーケティング塾2016年　（於：松本大学）
　　　講義「地域資源を活かすブランドづくり」松本大学　山根宏文教授
　　　グループワーク演習Ⅰ「リーダ とーして何が必要か？」畑井浩文准教授　向井健専任講師・グルー
プワーク演習Ⅱ「地域を洗い出す」
　　3月21日（月）　第3回マーケティング塾　（於：松本大学）
　　　講義「ブランドのつくり方」株式会社スドージャム　米山　聡氏
　　　グループワーク演習Ⅰ「地域産品のブランド化」
　　　グループワーク演習Ⅱ「ブランド化できそうな商品の絞り込み」
　　＜デパ トーゆにっと＞
　　8月18日（火）〜19日（水）　（於：ながの東急百貨店）
　　　　長野県商業教育研究会と松本大学が共催し、「マーケティング塾」の成果を発表する場として、
高校生自身が開発・アレンジした商品約90種類を販売した。
　　　　県内の10校から高校生53名、教員23名が参加した。また県外より4校の高校も参加した。
　　＜バレンタイン・スイー ツ〜バレンタインまで待てない〜＞
　　1月30日（土）商品発表会　（於：井上百貨店アイシティ21、1階モール中央イベント広場）
　　2月6日（土）〜7日（日）販売会　（於：井上百貨店アイシティ21、1階モール中央イベント広場）
　　　主催：松本大学、共催：デパ トーサミット実行委員会・（株）井上百貨店
　　　参加：県内高校生（諏訪実業高校・辰野高校・穂高商業高校・松商学園高校・丸子修学館高校・
飯田長姫OIDE高校・長野商業高校）および松本大学学生（観光ホスピタリティ学科白戸ゼ
ミ・健康栄養学科矢内ゼミ・松商短期大学部金子ゼミ）の約50名
　②地域人教育
　　総合経営学部より延べ6名の教員が高校にて講義を行ったほか、松本市内におけるフィー ルドワーク
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実習やリヤカー販売実習、飯田市内におけるフィー ルドワーク、高校生の活動を大学生が評価する交流
事業などを実施した。また、地域人教育の円滑な推進のために、高校教員や飯田市職員との協議や学
習会、研修などを行い、信頼関係を構築するとともに、事業の目的などの共通理解を図った。
　③梓川高校・田川高校と地域の連携教育への支援
　　梓川高校には、観光ホスピタリティ学科から5年前より福祉の科目について教員を講師として派遣して
いる他、学校評議員会にも委員を派遣している。
　　また、田川高校については、7月に開催される「村井商工祭」において、高校生と大学生のコラボレー
ションによるカフェ等の出店を実施した。
3）人間健康学部の取組
　①岡谷東高校との連携事業
　　岡谷東高校健康スポーツコ スーの高校生が、本学において大学の専門科目を受講しながら、学食利
用などのキャンパスライフを体験する内容で連携事業を実施した。模擬講義の内容は以下のとおりであ
る。
　6月30日（火）　1年生対象
　　「スポーツにおけるこころのあり方」齊藤茂・「運動の脳に及ぼす影響」中島弘毅・「肥満について」
江原孝史
　7月2日（木）　2年生対象
　　「レクリエーション・GWT」犬飼己紀子・「スポーツ栄養学」呉泰雄・「体力について」田邉愛子
　9月10日（木）　1年生対象
　　「スポーツを学ぶということ」岩間英明・「養護教諭・健康」中島節子・「スポーツおもしろ講座」
等々力賢治
　9月11日（金）　2年生対象
　　「スポーツ法学」新井喜代加・「宇宙生理学」河野史倫・「体力測定と評価」根本賢一
4）松商短期大学部の取り組み
　夏と春のチャレンジ型連携、年間を通したグレ ドーアップ型連携を実施した。
　①大学授業チャレンジ型連携
　ア）松商学園高校商業科（延べ約400名）
　　7月14日（火）　「マーケティング」金子能呼・「経営分析」山添昌彦
　　7月15日（水）　「国際コミュニケーション」糸井重夫・「ブライダル入門」小澤岳志
　　7月16日（木）　「金融の基礎」藤波大三郎・「医療事務」浜崎央
　イ）穂高商業高校（77名）・29日のみで諏訪実業高校（21名）
　　7月29日（水）　「マーケティング①」金子能呼・「銀行論①」藤波大三郎・「キャリアクリエイト
①」糸井重夫・「経済学入門①」山添昌彦
　　7月30日（木）　「パソコン演習①」浜崎央・「Excel経営分析①」山添昌彦・「マーケティング②」
金子能呼・「経営分析①」山添昌彦
　　7月31日（金）　「会計学入門①」香取智宜・「銀行論②」藤波大三郎・「高校からの進学・就職を
考える」中村文重
　ウ）穂高商業高校（76名）・諏訪実業高校（10名）
　　3月14日（月）　「実業高校からの進学・就職を考える」中村入試広報室長・「経済学入門②」糸井
重夫・「銀行論②」藤波大三郎・「マーケティング③」金子能呼
　　3月15日（火）　「銀行論④」藤波大三郎・「パソコン演習②」浜崎央・「会計学入門②」香取智
宜・「キャリアクリエイト②」糸井重夫
　②高校授業グレ ドーアップ型連携
　　4月13日（月）〜1月25日（月）毎週月曜日、2・3時限目（10時20分〜12時10分）・全24回
　　対象：長野県穂高商業高等学校において既に日本商工会議所簿記検定2級を取得したか、それと同
程度の実力があると認められる生徒
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　　内容：本学教員が同校に週1回出向いて日商1級の「商業簿記・会計学」「工業簿記・原価計算」を講
義
　　本学担当：山添昌彦・香取智宜
　　参加人数：40名（過去最大）
（4）センター入試委員会
　センタ 入ー試委員会は、本学キャンパスを平成28年度大学入試センター試験の試験会場として運営する
ための準備と運営、大学入試センターや他試験場との調整を主な業務として活動してきた。当年度は、各
学部学科から教員6名、職員5名の委員構成となった。
　平成28年度のセンタ 入ー試は新課程科目2年目にあたり、前年度に行われた新旧課程科目での試験実
施から新課程科目のみの実施に変わったことで、監督業務の負担軽減が期待されたが、本試験会場への
割当人数が前年比増となり、教室が1室増加する結果となった。限られた数の監督者を各試験室へ割り振
る調整が試験当日間際まで難航したが、入試業務は無事問題なく運営することかできた。
（a）会議
　（1）第1回長野県地区連絡会議
　　　平成27年6月22日（月）信州大学松本キャンパス
　　　県内各試験場における志願者推計数と収容数の割当およびグループ化について確認
　　　障害等のある受験生への対応、リスニング予行演習に伴う機器の取扱いについて検討
　（2）第1回大学入試センター試験入試担当者連絡協議会
　　　平成27年8月18日（火）メルパルク東京
　　　大学入試センタ よーり平成28年度試験実施内容の解説
　（3）第2回長野県地区連絡会議
　　　平成27年8月25日（火）信州大学松本キャンパス
　　　県教育委員会からの依頼により下伊那地区の試験会場の開設について検討
　　　次年度へ向けた懸案事項とすることを確認
　（4）センタ 入ー試委員会
　　　平成27年11月12日（木）
　　　学外参加会議の報告と当年度試験の変更点の確認
　　　本学試験会場の試験室、控室、救護室の確認
　　　監督者等の配置基準の検討
　　　監督者会議およびリスニング予行演習に向けた各委員の役割分担の検討
　　　監督者会議およびリスニング予行演習の進行と説明内容の確認
　（5）第2回大学入試センター試験入試担当者連絡協議会
　　　平成27年12月1日（火）メルパルク東京
　　　大学入試センタ よーり試験当日の留意点の解説
　　　文部科学省より大学入試センター試験利用入試に関わる留意点の解説
　（6）第1回監督者会議
　　　平成27年12月2日（水）
　　　監督者に向けた業務内容の概説
　（7）第1回リスニング試験予行演習
　　　平成27年12月9日（水）
　　　リスニング試験担当の監督者に向けたリスニング試験実施方法の解説
　（8）第2回リスニング試験予行演習
　　　平成27年12月24日（木）
　　　リスニング試験担当の監督者に向けたリスニング試験の事故対応解説
　（9）試験問題の受取・仕分作業
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　　　平成28年1月7日（木）
　　　問題冊子と解答用紙の仕分けと保管
（10）スタッフ会議
　　　平成28年1月14日（木）
　　　監督者以外の業務に付くスタッフ間での連絡会議
（11）第2回監督者会議
　　　平成28年1月15日（金）
　　　監督者に向けた業務内容の詳説
（12）試験会場設営準備作業
　　　平成28年1月15日（金）
　　　各試験室の設営と検査
（13）センタ 入ー試業務の実施
　　　平成28年1月16日（土）・17日（日）
　　　試験業務の実施
　　　解答用紙のチェックと保管
（14）第3回長野県地区連絡会議
　　　平成28年3月28日（月）遠隔会議システム利用
　　　懸案事項であった下伊那地区の試験会場の開設について信州大学が飯田高校で担当する案が示
され採択
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4．管理部門
（1）全学協議会
　学長、副学長、各学部長・学科長ならびに事務局長および総務課長、学生センター長を構成員とする全
学協議会は、平成23（2011）年度の組織改革の中で、最高意志決定権者である学長の下に設置された学
部横断的課題・事項に関する審議・決定機関と位置付けられた。以降、短期大学部も含めた学部横断的
課題・事項について審議・結論を得ると共に、各種報告事項についても適宜取り扱い情報の全学的共有
化に努めてきている。
　今（平成27）年度も、上記の設置主旨を踏まえ、当該月に開催された全学運営会議で事前に確認、整理
された審議事項について慎重に審議し決定すること、ならびに報告事項について適切かつ適確に周知を
図るべく努めた。とりわけ、前年度に一年前倒しを決定した日本高等教育評価機構による第三者評価受審
に向けた「自己点検評価書」の作成ならびに諸規程の整備、既存学部・短期大学部の改革・改変に対す
る連携しての取組、平成29（2016）年4月の教育学部・学校教育学科開設に関連する人事、ならびに教育
課程整備など、それぞれ関連する諸業務の円滑な推進に主導的役割を果たすべく取り組んだ。
　以下、各回会議において審議・承認された事項を中心に、今年度の活動状況を概観する。
（a）会議
第1回　平成27年4月22日（水）
　①第三者評価に向けて
　　「自己点検評価書」の作成状況が報告された後に、第三者評価に関連する下記の各規程・内規・要
項について提案、説明がなされ、それぞれ承認された。
　　a）松本大学地域総合研究センター規程、b）松本大学研究誌執筆要項、c）松本大学個人情報保護に
関する細則、d）松本大学認証評価準備部会内規、f）松本大学動物実験規程
　②将来計画（案）策定に向けて
　　1）学生募集に効果のあるコ スー名の設定
　　　各学部長より、総合経営学部は学部長・学科長を中心に検討中で取りまとめの段階であること、
人間健康学部は学科に分かれて検討中であること、短期大学部は4学期制の導入とカリキュラム
改革の進め方を検討中であることが、それぞれ報告された。
　　2）教養教育の在り方について
　　　資料に沿って学長私案が提示され説明がなされた上で、今後、共通教養部会に一つの検討案とし
て示し、鋭意検討を進めるよう要請していくことが合意された。
　③AP申請とCOC+について
　④委員会議事録の書式統一について
第2回　平成27年5月27日（水）　
　①諸規程の整備について
　　下記の各規程・内規について提案、説明がなされ、それぞれ承認された。
　　a）学生スタッフに関する内規（手当について）、b）松本大学遺伝子組換え実験安全管理規程、c）松
本大学遺伝子組換え実験安全管理規程に関する内規、d）松本大学動物実験規程、e）松本大学動
物実験規程に関する動物実験委員会内規
　②競技優秀者（W杯、全日本クラス）に対する財政支援について
　　資料に基づいて、スキ ・ーモーグル競技選手の学生について活動内容・競技成績等の説明がなされ、
それを踏まえて授業料の半額を免除するⅡ種特待生としたいとの提案がなされ、承認された。
　③留学生の学生募集について
　④地域づくり考房『ゆめ』のこれからについて
　⑤留学生の日本語教育の充実について
第3回　平成27年6月24日（水）
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　①松本大学FD・SD運営部会規程の改正について
　　資料に基づいて説明がなされ、①現行の「松本大学FD委員会規程」を「松本大学FD・SD運営部会
規程」と改め、各条項にSDに関する内容を追補すること、および関連する条項の表記の整合性をと
ること等について提案され承認された。
　②各種補助金申請について
　　1）平成27年度私立大学等改革総合支援事業
　　ⅰ）学長裁量経費の予算化
　　 　平成27年度私立大学等改革総合支援事業調査票の中に学長裁量経費の有無について問う項目
があることから、学長表彰等の実績を踏まえ、補正予算において学長裁量経費を計上することが
提案され承認された。
　　ⅱ）GPAの使途
　　 　上記の調査票において、GPAを進級判定、卒業判定、退学勧告のいずれかの基準として使用して
いるかを問う項目があるため、今後の活用方法について教務委員会に検討依頼することが了承
された。
　　2）私立大学等経営強化集中支援事業
　　3）私立学校施設整備費補助金
第4回　平成27年7月22日（水）
　①認証評価に向けて（規程整備等）
　　1）松本大学入学者選抜規程、ならびに松本大学松商短期大学部入学者選抜規程
　　 　資料に基づいて、現行規程の「入学者選抜会議」を実態に合わせて「入試判定会議」に改める
提案がなされ承認された。
　　2）学則第41条（改正学校教育法第93条関係）の「学長が定めるもの」
　　 　平成27年4月1日施行の改正学校教育法第93条第2項第3号、ならびに松本大学および松本大学
松商短期大学部の学則第41条第2項第3号に定める「教育研究に関する重要事項で教授会の意
見を聴くことが必要なもの」について、資料の提案がなされ承認された。
　②私立大学等改革総合支援事業「タイプ1〜4」について
　　1）調査票の提出
　　2）私立大学等教育研究活性化設備整備補助金の申請
　③次年度からの図書館運営について
　　丸善株式会社との業務委託により専門知識を有する人材を得ることを第一義の目的に、同社からの
説明内容を受け、本学の実情にあった形での業務委託契約に向けた調査を依頼することが提案さ
れ、平成28年2月から3月にかけて正式な契約を交わすことが承認された。
　④ジャックスとの教育ロ ンーの金利引き下げについて
　⑤松本市との健康寿命延伸に関する協定について
第5回　平成27年9月30日（水）
　①学長、総合経営学部長・両学科長、短期大学部長・両学科長の改選日程について
　　各職改選に係る選考スケジュールについて提案、説明、および選考委員選出の依頼がなされ、了承さ
れた。
　②大学機関別認証評価に係る実地調査の段取りについて
　③教育学部に係る採用人事について
　　教育学部開設に先駆けて、設置準備のために岸田幸弘氏（昭和女子大学人間社会学部准教授、56
歳）の採用が提案され、履歴書回覧の上で、2016年4月1日付けで採用すること、職位を教授とするこ
と、所属を来年度1年間は人間健康学部スポーツ健康学科とすることなどが承認された。
　④協定に基づく嶺南師範学院の留学生受け入れについて
　⑤大学院の推薦入試制度導入について
第6回　平成27年10月28日（水）
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　①大学機関別認証評価：評価員候補の推薦について
　　総合経営学部より兼村教授、人間健康学部より福島准教授、事務局より西澤係長を、また、短期大学
部については金子准教授を引き続き推薦したいとの提案がなされ、承認された。
　②各学部・学科の将来構想の現状：各学部長
　　各学部長より将来構想に係る検討の進捗状況について報告がなされた。総合経営学部は各学科そ
れぞれ4つの柱とする案、健康栄養学科は4コ スー案、スポーツ健康学科は従来の3本柱に「ヘルスケ
ア」の視点を加味し、充実させていくことが検討されている。また、短期大学部については、フィー ル
ド・ユニット制を維持しつつ、4学期制を導入する方向で具体的検討に入っている。
　③共通教養科目と教職科目について
　　総合経営学部観光ホスピタリティ学科に置いている社会科の教員免許に係る教職科目について、教
養科目となっている科目が多く、課程の基準を満たしているか疑義が生じているとの説明がなされた。
問題の解決については、教職センターから問題提起し、全学教務委員会において検討を進めるよう
依頼したいとの提案がなされ、承認された。
　④新村地区と松本大学の地域連携協定締結について
　⑤学内競争的研究費の申請について
　⑥大学院における学内推薦入試制度について
第7回　平成27年11月25日（水）
　①平成29（2017）年度入学生用パンフレット作成に向けてのスケジュール確認
　　各学部が進めている将来構想について、高校生に向けたわかりやすいパンフレット作成を心掛け、遅
くとも年内に取りまとめ、年明けには入試広報室に情報提供できるよう進めて欲しい旨の提案がなさ
れ、了承された。
　②大学院講義の担当者補充について
　　大学院では、WHOが定義する「健康」に対応していくよう、人文科学や社会科学を含むより幅広いも
のとしていくことを構想しており、「QOL」や「こころ」、労働問題等も視野に入れ、今後、他学部の教
員にも協力をお願いしたいとの要請がなされ、了承された。
　③短期大学部定員および総合経営・人間健康学部の3学科編入学定員の削減について
　　資料に基づいて、定員削減に係る学則変更について説明がなされ、全学協議会としての意見を聴取
し、学長が3学科の編入学定員および松商短期大学部の入学定員について減員することを決定した。
　④第三者評価に係る外部評価委員の推薦について
　　前回の標記委員の推薦者について、上野准教授を免除することとしていたが、任期が残っていること
から次年度も継続してもらうとの提案がなされ、承認された。
　⑤松本山雅からの指導者派遣について
　　松本山雅が人件費を負担して監督を松本大学サッカー部に派遣するものである。以上に加え、それに
よる競技力向上、ならびに広報効果などが図れることからこれを進めたいとも提案がなされ、承認さ
れた。
第8回　平成27年12月24日（木）
　①強化部・重点部・世界レベルの運動選手等の入学試験と特待生の扱いについて
　　標記の件について、次年度入試より、「戦力補充予定候補者一覧」にポジション、特待の有無など候
補者に関する情報を当該各部の部長が記載し事前に入試広報室に提出することが提案され、交渉相
手の記入欄を設けることを加筆した上で、承認された。
　②松本大学図書館情報機器利用規程について
　　図書館情報機器利用規程案について説明がなされ、審議の結果承認された。
　　関連して、各種「規程」の制定については、原案を当該委員会などで作成し、全学運営会議での検討
を経て全学協議会で了承後、理事会に上程し承認を得るとの手順が確認された。
　③平成28（2016）年度公務員採用試験対策総合講座について
　　今年度の受験状況、経費、来年度の計画案などについて説明がなされ、学部1年生講座を5月終わり
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または6月初旬より開講することとし基礎教育センタ ・ースタッフの協力を得て講座運営を行う、学部4
年生講座について講座開講を2月に前倒しする、Web講座を導入し欠席者への補講機能を高める、専
門講座の内容を一部見直しより本学の実情に添った構成とするなど、4点の主たる変更や改善を加え
た来年度実施案が提案され承認された。
第9回　平成28年1月27日（水）
　①学長裁量経費の使用について
　　私立大学等改革総合支援事業に対応して創設された学長裁量経費について改めて説明がなされ、そ
の執行が了解された。本経費の一部は組織・団体に対する表彰的に使用することとし、今年度は、現
役で初めて正教員採用者を輩出した教職センターを対象とすることが提案、了承された。
　②助手等の採用について
　　健康栄養学科の羽石助手の産休・育休取得に伴い、その代替措置として1年更新、最長3年任期とす
る「嘱託専任助手」を採用したいとの提案がなされ、承認された。また、増尾観光ホスピタリティ学科
長より、緊急に実習補助や施設等の現場との連絡・調整役、国家試験対策支援等を担当する人材を
任期付で採用したい旨の提案がなされ、職名、所属、待遇などについて今後事務局とも相談し確定し
ていくことを前提に承認された。
　③中期目標・計画について
　　平成25年から平成30年までとして策定されている中期目標・計画について、修正意見を踏まえて修正
版を作成したいとの提案がなされ、図書館および設置認可申請予定の教育学部について追記するこ
となども併せて承認された。また、理解しやすいよう内容の骨子をビジュアル化した冊子を作成する
ことなどについても確認がなされた。
　④平成28（2016）年度年間行事予定表について
　　別紙の「平成28（2016）年度　年間予定表（案）」にある一斉休校および教授会日程等について確認
いただきたいとの提案がなされ承認された。
第10回　平成28年2月24日（水）
　①「松本大学の研究活動における不正行為への対応に関する規程」の一部改正について
　　不正行為があった際に予算配分機関へも通知を求められていることから、これに対応するため規程
の一部改正が提案され承認された。
　②「松本大学図書館ゲストカ ドー運用規程」について
　　12月の第8回全学協議会において保留となっていたものであり、文言等を修正の上、提案され承認さ
れた。
　③TOEIC正課外講座の平成28年度実施について
　　正課外で実施したTOEICの講座について、受講者数・受験者数共に増加し、得点も上昇するなど十
分に成果が出ていると判断できるため、来年度も引き続き正課外の講座を設けたいとの提案がなさ
れ承認された。
第11回　平成28年3月23日（水）
　①短期大学部の入学定員について
　　短期大学部の定員を平成29年度より各学科100名から80名に減員することが、平成27年11月25日
（水）に開催された第7回全学協議会において承認されたが、長野県短期大学の募集停止に伴う影
響を見定めること、および補助金をより優位に確保することに加え、今年度の学生募集が好調である
ことなどから、猶予を持たせて状況を確認するため2年程度見送りたいとの提案がなされ承認された。
　②平成28（2016）年度全学委員会構成（案）について
　　全学の各委員長および委員について、資料の通り任命したいとの提案がなされ、一部修正の上承認
された。
　③「松本大学受託研究取扱規程（案）」ならびに「松本大学受託事業取扱規程（案）」について
　　これまで「受託研究」と「受託事業」との違いおよび手続きが不明瞭であったことから、既存の「受
託研究取扱規程」を改正し「受託事業取扱規程」を新設することが提案され、両規程、申込書およ
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び受託事業実施フローの文言の一部を修正した上で承認された。
　④松本大学大学院長期履修学生規程について
　⑤大学院入試について
　⑥卒業生アンケ トーの取扱いについて
　　卒業生アンケ トーに、例年個人名を挙げて改善を求める意見が記されているケ スーが見受けられるた
め、本来のアンケ トーの趣旨に鑑み、教員については学長名で、評価されたものも含め該当者に記載
事項を渡すことにしたいとの提案がなされ承認された。また、事務職員分については、局長名で同様
にすることが確認された。
　⑦強化部等（サッカー部・陸上競技部）のコーチ人事について
　　サッカー部コーチとして三澤氏を前任者と同じ条件で迎えたいとの提案がなされ、履歴書回覧の上、
承認された。また、陸上部については、来年度は希望していないことが報告され了解された。
（2）自己点検・評価委員会
　全40回開催された全学運営会議の中で、「外部評価」に関しては第1回から第20回までほぼ毎回、話題
として取り上げられた。各章の担当者の選定から始まって、大凡どのような論調で執筆するかを確認して、
担当箇所毎に分かれて取り組んだ。それを持ち寄って進度を確認したり、必要に応じて「認証評価準備部
会」の協力を得て、自己点検評価書の完成に向けて詳細に詰めることができた。
　こうした内容で6月末には提出したが、それに対する質問事項に敏速に対応することや10月の現地調査
に向けた準備もあったため、通常の3つの文書作成に時間を割く余裕はなかった。しかし、年度末近くに
はなったが例年通りの報告書とレポ トーを完成することができた。
 1）IR推進部会
　教員の側では、全学運営会議の際に意見交換を随時行うことができた。しかし、職員は全学運営会議
メンバーではないため、部会を開催しなければ教職協働で計画を実施することはできない。今年度は、教
員職員共にオリジナルな部署の仕事が数多く、そこでの課題意識を持ち寄って合同で協議する時間が持
てなかった。わずかに、職員個人と全学運営会議メンバ とーが意見交換を行うことができただけであった。
 2）コンプライアンス推進部会
　4月1日（水）平成27（2015）年度合同教授会における取組
　議題として「コンプライアンスについて」を挙げ、全員に「学校法人松商学園コンプライアンス行動規範
を配付し、学長より行動規範について説明がなされ、コンプライアンスついて依頼がなされた。
　また、「研究活動における不正行為への対応に関する規程」、「公的研究費の管理・監査のガイドライ
ン」も配付し、全教員から確認書を提出してもらった。
　さらに、全学的に研究倫理教育を推進するため、『科学の健全な発達のために』（丸善出版）を研究図
書費から共通支出により購入し熟読することが確認された。
　
 3）認証評価準備部会
（a）事業・活動
　平成27年度における認証評価準備部会の活動は以下のとおりである。なお、部会は開催されておらず、
もっぱら部会長が以下の業務を担当した。
（1）当学における認証評価受審に関する準備
　　当学が平成27年度に認証評価を受審するにあたり、自己点検評価書ならびに各エビデンスの整備に
おいて、各担当者に対し、必要に応じて指示・または助言を行った。その内容は制度の不備や新しい
施策の導入といった大きなものから、語句の修正等の小さなものまで、多岐にわたっている。
（2）評価員としての他大学における認証評価の実施
　　平成27年度も、部会長が日本高等教育評価機構の評価員に選ばれ、他大学の認証評価を担当した。
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最新の評価基準を理解することができ、上記（1）の当学の受審に対しても、重要な情報を得ること
となった。
（3）人権委員会：ハラスメント防止部会・個人情報保護部会
　人権委員会は、ハラスメント防止部会、および個人情報保護部会の2部会で構成されており、委員は各学
部学科からの教員委員8名、職員は学生課、教務課、情報センター、入試広報室、キャリアセンターの各部
署から12名の総勢20名という組織である。年度当初の会議で、前年度からの引き継ぎ案件について
PDCAサイクルの確認を通して振り返り、あらためて27年度委員会職務についての共有を図った。その後、
ハラスメント防止部会に委員13名、個人情報保護部会に委員7名の2部会を分担して担うこととし、委員会
全体を機能させていくこととした。
（a）委員会開催および事業活動
平成27年5月11日（月）
　①委員会運営について職務分担の代表者を確認した。
　・人権委員会委員長：根本
　・ハラスメント部会長：根本
　・個人情報保護部会長：田中（浩）
　②ハラスメント相談窓口の担当者の変更について確認した。
　③新入生へのハラスメント防止のパンフレット配布について確認した。
平成27年5月26日（火）
　④松本大学委員会規定大28条に従い、ハラスメント防止部会の推薦に基づいて、学長が7名の相談員
（大学院担当含む）を任命した。
平成27年10月29日（木）
　①人権委員会（ハラスメント部会）研修会について検討し、長野県精神保健センターの小泉典章氏を選
出した。
平成27年11月30日（月）
　①人権委員会研修会の平成28年2月実施を決定した。
　②補正予算および次年度予算についての検討をした。
平成28年2月16日（火）
　①人権委員会主催の研修会「今日のメンタルヘルスの課題」を実施した。
（b）その他：相談対応
　平成27年11月〜に相談窓口メールアドレスへの相談が1件あったが、即時対応した
（4）健康安全センター運営部会
　健康安全センターの稼働7年目を迎え、学生・教職員の健康の維持増進、安全な学習・就業環境の充実
を図った。
（a）健康安全センター業務実績
1）学生の健康管理
　①学生健康診断
　　H27.4.3〜5：学生定期健康診断　1,831名
　　H27.4.13〜17：学生定期健康診断　尿再検査　113名
　　H27.4.6〜：胸部レントゲン検査　要精密検査該当学生保健指導（5名）
　　　　　　　医師診察・尿検査　要精密検査該当学生保健指導（29名）
　②学校感染症抗体検査
　　H27.4.3、4、5：611名
　　結果返却・事後指導
　③保健師対応
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　　H27.4.1〜H28.3.31　学生利用　実人数321名／延べ人数656名
　　急病・外傷などの応急手当、感染症発生対応、心身の健康相談など
　　医療機関移送　9件（健康安全センタ ・ー学生課）
　　※保護者相談対応　実人数9名／延べ人数14名
　　※来学者（入試・キャンパス見学会など）対応　実人数3名／述べ人数3名
　④カウンセラー対応
　　H27.4.1〜H28.3.31　学生利用　実人数16名／延べ人数28名
2）学生への健康教育
　H27.4.27人間健康学部1年生　地域社会と大学教育「タバコ〜それでも吸いますか」
　H27.4.30総合経営学部1年生　地域社会と大学教育「タバコ〜それでも吸いますか」
　H27.5.29健康栄養学科1年生　「大学生のメンタルヘルス」
　H27.10.23健康栄養学科1年生　「管理栄養士・栄養士になる皆さんへ（他職種連携）」
　H27.11.12健康栄養学科3年生　「チーム医療について（他職種を知る）」
　H27.11.13健康栄養学科3年生　「アナフィラキシーショックへの緊急対応」
　H27.11.17総合経営学部1年生　「知っておきたい外傷の応急手当」「感染症について」
　※心肺蘇生講習については別記。
3）教職員の健康管理
　①健康診断
　　H27.6.3教職員　定期健康診断（松本大学）61名
 個別受診対応　1名
　　H27.6.10教職員　胃検診（松本大学）　20名
　　H27.4月〜 教職員　人間ドック　64名
　　H27.6月〜H27.7月　教職員定期健康診断・胃検診　保健指導　61名
　②学校感染症抗体検査
　　H27.4.3、4、5：5名
　③保健師対応
　　H27.4.1〜H28.3.31　実人数45名／延べ人数67名
　　急病・外傷などの応急手当、心身の健康相談、学生対応に関する相談など
　④カウンセラー対応
　　H27.4.1〜H28.3.31　実人数2名／延べ人数25名（内容：学生対応相談、その他）
4）救護対応
　キャンパス見学会（4/19、5/17、6/21、8/2、8/22、9/27、3/21）
　H27.10.16〜10.18　梓乃森祭
　H27.11.14、15　推薦前期入試
　H27.12.12、13　総合経営学部・短期大学部　推薦・編入他入試
　H28.1.16、17　大学入試センター試験
5）安全な学習・就業環境の整備
　①AED（自動体外式徐細動器）の整備
　　・日常点検の徹底
　　・消耗品等適宜整備
　②救急箱の整備・貸し出し
　　H27.4.1〜H28.3.31　貸し出し実績10件
6）感染症対応
　①インフルエンザ
　　ア）松本大学インフルエンザ危機対策本部の設置
　　イ）学内感染者の把握・情報収集
地域総合研究　第17号　Part 2
401
　　　H27.4.1〜H28.3.31　インフルエンザ感染／学生13件・教職員3件
　　ウ）感染拡大防止対策
　　　・発症者からの連絡に基づき、濃厚接触者への注意喚起
　　　・インフルエンザ予防接種の実施
　　　　H27.12.5〜　教職員40名・学生71名（強化部・重点部）
　　エ）広報活動
　　　　感染拡大時に教職員一斉メールにて状況を周知、注意喚起
7）学生寮の衛生管理
　①松球寮（硬式野球部）、あずさ寮（女子ソフトボール部）の厨房における食中毒原因菌のテスト結果
管理
　②あずさ寮調理員の検便管理
　③松球寮、あずさ寮の寮食メニューのチェックおよびアドバイス
8）心肺蘇生法啓蒙活動
　学生対象　心肺蘇生法講習会
　H26.9.30 総合経営学部　1年生全員
　H26.12.18 健康栄養学科　3年生全員
9）学会・研修
　H27.7.10 海外で学ぶ人／働く人の健康支援講演会（羽田空港TIATSKYHALL）
　H27.7.21 ストレスチェック制度とメンタルヘルスに関する具体的対応策（松本東急REIホテル）
　H27.7.30〜8.1 第53回全国大学保健管理協会　関東甲信越地方部会研究集会（東京女子医科大学）
　H27.9.19〜20 ACLSプロバイダー講習（石川県立中央病院）
　H27.11.18 ストレスチェック対策と職場のメンタルヘルス実践セミナ （ー松本東急REIホテル）
　H27.12.10 深刻化するメンタルヘルス対策（ホテル国際21）
　H27.12.15 ストレスチェック義務化対策〜「今」なにをすべきか〜（東京八重洲カンファレンスセン
ター）
10）全国大学保健管理協会
　H25.4.1〜 全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会　保健看護分科会　運営委員に保健師
が就任
　H27.7.30 運営委員会（東京女子医科大学）
　H27.9.17 運営委員会（早稲田大学）
　H28.1.21 運営委員会（早稲田大学）
（5）施設管理センター運営委員会
　平成27年度においては、大型施設の整備計画はなかったが、文部科学省の私立大学等教育研究活性
化設備整備事業、私立学校等改革総合支援事業の補助金を活用し、次の教育環境の整備を行った。
　①私立大学等教育研究活性化設備整備事業
　・タイプ1「教育の質的転換」
　　大学：学生用端末プリンタ（4号館）、光学式マークシ トーリーダー、関連PC
　　短大部：1・2号館教室（125、126、331）の机・椅子の入替え、学生用PC、図書館アクティラーニング
コーナ とー書架の整備
　・タイプ2「地域発展」
　　大学：総合グランドおよび女子ソフトボールグランドのLED照明設備
　　短大部：7号館コモンルームのラーニング・コモンズ機能（椅子等）の整備
　②私立学校等改革総合支援事業　
　・ICT活用推進事業
　　大学：5号館教室の音響・映像設備およびインタ ネーット環境の整備
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　③その他（補助金外）
　・硬式野球部野球場および女子ソフトボール部グランドの散水栓の改修
（6）危機管理委員会
　現代社会における大学に求められるリスクメネジメントの対象となる事象は、非常に広範囲に亘るもの
である。全体を俯瞰すると、①大規模災害等への対処、②インターネット社会における情報セキュリティの
確保、③研究倫理の定着とコンプライアンス、④キャンパスの安全確保とハラスメント対策に大別できよう。
これらの課題に対する具体的な取組は、各分野を管轄する各委員と各部会で進められている。ここでは、
各分野に対する本学としての全体方針を示す。
　①大規模災害への対処
　　大学COC事業において、松本広域消防局、新村地区消防団と連携し、防災対策を推進していく。定
期的に防災訓練を実施し、有事に備える。また、防災士養成講座の開講と正課授業をリンクさせ、防
災・減災教育に取り組む。さらに、災害時に対応できる機器備品の整備にも継続的に進める。
　②インタ ネーット社会における情報セキュリティの確保
　　情報センター運営委員会と情報センターの職員による専門性の高い取組により、サーバーの学外移転、
キャンパス・セキュリティ対策を計画的かつ迅速に進めていく。また、全教職員が学校法人松商学園
情報セキュリティ・ポリシーに基づき、本学の情報資産を保護し、情報セキュリティの適正な管理を遂
行していく。
　③研究倫理の定着とコンプライアンス
　　研究倫理の関する諸規程の見直しを進め、我が国の研究倫理のガイドラインに沿うものとして整備し
ていく。また、全教職員に対して、研究倫理に関する研修機会を提供し、高次の研究倫理観の醸成と
その啓蒙に継続的に取り組んでいく。また、学校法人松商学園コンプライアンス推進規程および学校
法人松商学園コンプライアンス行動規範の遵守を推進する。
　④キャンパスの安全確保とハラスメント対策
　　既に整備している学内管理下の事故防止策や損害賠償責任に対する保険、実験・実習の安全管理と
傷害保険等の点検をする。また、校舎、校地内の危険箇所の点検を進める。学生の通学に係る車輌
（バイクを含む）運転による事故防止に向けた安全教育に取り組む。現在、運用しているキャンパス
ハラスメント防止の体制を点検するとともに、全教職員に対して、キャンパスハラスメント防止意識を
啓発するための研修機会を定期的に設定していく。
 1）環境保全部会
（a）部会開催
　12月16日（水）
　・学友会への環境関連部局の設置について、書面で要望することを承認した
　・学内の全ての環境情報を周知するため、ニュ スーレターを発行することとし、紙面の計画と内容を検
討した
（b）事業・活動
　・学友会への要望書
　・環境ニュ スーレタ 「ーエコの風」配布　1月28日
　・太陽光パネル設置後の電力利用調査と評価
 2）防災防犯対策部会
（a）部会開催
　・27年12月16日（水）13：00〜13：30　第4会議室（部会委員8名参加）
　　議題：防災対策先進地視察について
　　　　　自主防災組織創設について
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（b）部会事業・活動
　・6月22日（月）12：20〜12：50　防災訓練事前担当者会議（533教室）
　　本年度は訓練の企画段階から防災士を取得した学生の参画を得て発災状況の設定、定められた避
難経路の確認、避難時の危険箇所の点検、避難状況の評価シ トーの作成を行った。学生3名、部会
委員5名参加。
　・6月30日（火）12：30〜13：00　避難訓練（6号館、多目的グラウンド）
　　「松本市を震源とした震度7の地震が発生、6号館1階調理室より出火、6号館玄関ホールおよび渡り
廊下付近が破損」を想定。6号館で講義を受けていた学生および教職員約400名参加。
　・8月25日（火）10：00〜11：30　新村地区との合同防災訓練（大学正面ロータリー、新村地区）
　　「地域の防災」をテーマとしたPBL型授業と連携して実施。大学構内の地下貯水タンクを水源とした
自衛消火ポンプの操法・放水訓練を行った後、大学に隣接する地区に設置されている消火栓設置箇
所の確認と操作方法の訓練を松本市消防団第11分団（新村地区消防団）の指導で行った。
　　大学学生および教職員20名、新村地区住民30名参加。
　・9月19日（土）・20日（日）「防災士」養成講座（514教室、512教室）
　　受講者：74名（内訳：一般51名、本学学生23名）
　　受講者は小坂共栄元信州大学教授、東尾正元消防庁次長などによる講義を受講した後、小グループ
に分かれて図上訓練を行った。
　　本学学生は最終日の認定試験に全員合格した。
　・平成28年3月3日（木）〜5日（土）防災対策先進地視察視察（鹿児島大学地域防災教育センター）
　　地震および豪雨暴風災害と噴火災害における防災・減災対策のありかた、鹿児島大学における防災
士養成の取り組みを学んだ。
　　鹿児島大学地域防災教育センター教職員8名、本学部会委員4名
